
 

 

 

 

    

 
 

 

 

 

 

JAPAN  TEACHERS’  UNION    ―教え子を再び戦場に送るなー 

２０２4．3．19      北九州市教職員組合にゅうす  

 

NO.４８ 

わからないこと・困ったことがあったら･･･   何でも気軽にお問い合わせください！ 

〒８０２－００７２ 小倉北区東篠崎 3丁目４－１ 

E-mail:jtuhokyu@lime.ocn.ne.jp     北九州教育会館 TEL（０９３）９５３－０３８１ 

～九州各県より 60名を超える高校生を迎えて～ 

3月 17日、「九州高校生平和サミット in福岡」に参加する高校生が、北九州市平和のまちミュージアムを見学しま
した。8・６平和のつどいから生まれた「平和の種まきプロジェクト」グループが中心になり、市教組の青年部と執行
委員、小宮市議等がボランティアスタッフとして参加しました。青年部の感想です。 

 
行きたい！と思ってい
ながら、なかなか行け
ておらず、はずかしな
がら、初めての平和の
まちミュージアムでし
た。とてもたくさんの
資料の展示があるのに
おどろきました。くすも
とさんの証言や、風船
爆弾のことなど、竹中
さんに聞いていたこと
が多く展示してあり、竹
中さんが監修してるの
かな？と思うほどでし
た。 
高校生の方々も、本当
に熱心に話を聞いた
り、メモをとったり・・・
こうやってバトンは受
け継がれていっている
のだなと感じました。
自分の目の前にいる子
どもたちへバトンを渡
していけるように、わた
しも学び続けていかな
いといけないなと思い
ました。これからも、み
なさんと学ばせてくだ
さい。峯脇美穂 

今日初めて、平和のまちミ
ュージアムを見学しました。
スタッフ側でしたが、高校生
達と一緒に学ぶ気持ちで参
加しました。見て触れて体
験できるものが多く、戦争
の怖さや悲惨さをより感じ
られました。360 度シアタ
ーは、振動や音に迫力があ
り、目を背けたくなる瞬間
がありましたが、高校生達
の真剣な姿を見て、過去に
何があったか向き合わなけ
ればならないと強く思いま
した。中山真梨子 

本日は貴重な機会をいただき、
ありがとうございました。自分の
国の歴史のことなのに知らない
ことばかりで、不勉強を恥じるば
かりです。今日の経験を活かし、
今後も学んでいきたいと思いま
す。今後ともよろしくお願いしま
す。原口 祐 

本日は参加させていた
だきありがとうござい
ました。 
普段何気なく生活して
いると平和であること
が当たり前に感じます
が、当たり前ではない
ことを今日改めて感じ
させられました。また、
真剣に見学する高校生
の姿に私もよい刺激を
もらいました。今後も
よろしくお願いします。
宮崎勝矢 

昨今、戦争や自然災害に見舞われる
中、高校生平和大使の皆さんの真剣
な姿勢と学びたい意欲にとても感激
しました。私も高校生平和大使をして
いた頃を思い出しました。九州各県の
高校生が、どのような思いを持って今
日来ているのか、お話した中で感じる
ことができました。 お話した高校生
平和大使の方々の中には、将来教員
を目指している方もいて、平和学習を
どのようにしているのか、現職ならで
はの視点から話すことができました。
戦争の悲惨さと命の尊さを伝えるだ
けではなく、これからの未来を切り拓
く方々に今後も発信していきたいと
思いました。 また、高校生平和大使
の方から北九州市の先生ですよねと
声をかけていただき、たくさんの質問
をいただきました。改めて、今までや
ってきたことが報われました。事前に
平和のまちミュージアムを見学して臨
んだので、自分自身が勉強できたこと
を含め伝えることができました。北九
州市から戦争の被害・加害を伝えるこ
との意義、この学びを止めないために
も継続して広く発信することが大切だ
と感じました。斎藤浩樹 

市教組青年部 

小宮けいこ市議 

ボランティアスタッフ 


